
【北海道新聞・羽幌タイムス・日刊留萌に掲載されました】 

6 月 19 日(火)、グローバル人材育成事業の一環として、札幌韓国教育院の康
カン

興權
フングォン

院長を講師にお招き

し、『隣国への短期留学を通じグローバル社会を生きる力を考える』を演題に、韓国の地理・歴史・文化、

そして留学することについて講演していただきました。 

留学には「語学を勉強しようとする強い動機付けに大きな役割があり、海外の文化に飛び込むことで視

野が広がり、内面をより豊かに成長させてくれる」といったメリットがあること、グローバル人材となる

ためには「①コミュニケーション能力、②異文化に対する理解と日本人としてのアイデンティティー、③

主体性と積極性、チャレンジャー精神」が必要であると熱く語っていました。 
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